
 

一 般 質 問 通 告 表 

平成２９年第４回姶良市議会定例会（１１月３０日） 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

１．小山田邦弘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．新庁舎建設と立

地適正化計画につ

いて 

 

 

 

 

 

 

２．市民の要望と実

現可能性について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．観光政策につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

（１）新庁舎建設の構想と立地適正化 

計画の関連性を改めて示せ。 

（２）立地適正化計画の進捗と進展内容

を具体的に示せ。 

（３）諮問機関である複合新庁舎検討 

委員会での立地適正化計画の取扱い

と、検討案と立地適正化計画の整合性

を示せ。 

 

（１）市民からの要望が多い「グラウン

ドゴルフ場」「小中学校のエアコン」「市

民プール」の建設について、その実現

可能性と検討内容を問う。 

（２）複合新庁舎建設が加速度を増せば、

これらの「要望」は財政的にも先送り

されると思われる。財政的見通しでの

見解を問う。 

（３）これらの要望に１００パーセント

でなくても応えられるような検討内容

が具体的にあれば示せ。 

 

（１）観光客数の伸びや今後の見込みを

示せ。 

（２）観光客の期待と満足度の相関を 

示せ。 

（３）インバウンド対応や民泊など新し

い取組の状況を示せ。 

（４）姶良市の今後の観光資源を示せ。 

 

 

 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教育委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

 

２．森川 和美 

 

 

 

１．高齢者の生活支

援・ごみ出し支援に

ついて 

 

（１）日常生活圏に買物ができる場所が

ない地域が増えている。移動のための

交通手段を持たない高齢者世帯の生活

支援として、移動販売推進事業を提案

市 長 

 

 

 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ホテル誘致につ

いて 

 

 

 

３．医療費助成につ

いて 

 

 

 

 

 

する。 

  事業者と協働し、市内に５ルート程

度を設定して、１ルートにつき週３回

程度の移動販売車を巡回させてはど

うか。また、移動販売車（２トン車）

購入に対して全額助成してはどうか。 

（２）環境省は、高齢者を対象にした地

方自治体のごみ出し支援制度の普及

に乗り出している。 

  足腰が衰え、ごみステーションまで

ごみを運ぶのが困難な人を支援する

だけでなく、高齢者の見守り活動にも

なると思う。 

  そこで、事業者やコミュニティ協議

会に軽トラックの購入を助成し、ごみ 

を収集してもらう事業導入はできない

か提案する。 

  国立環境研究所資源循環・廃棄物研

究センターが、２０１５年に行なった

調査によると、高齢者を対象としたご

み出し支援制度を、全国１，７１４市

区町村の２２．９パーセントが設けて

いる。 

 

ホテル誘致については、失敗に終わっ

たが、今一度、補助金額や、各条件等  

緩和して再度取り組む必要があると考

えるがどうか。 

 

（１）現在、県全体の医療費助成は、窓

口で一旦支払った後、２～３か月後に

助成分が戻ってくる「償還払い方式」

であるが、実施主体の県に対して、現

物給付方式の働きかけはどのようにな

っているか。また、見通しをどうみて

いるか。 

（２）現在、本市は、医療費助成は小・

中学生まで実施しているが、次は    
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

高校生まで進めるべきであると思うが

どうか。 

 

 

３．湯元 秀誠 

 

 

 

１．市職員の人事異

動のあり方につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合併して８年近くの歳月が過ぎ、イベ

ントや各行事などが行われるたびに、市

民の間での一体感が醸成されてきたと感

じる場面が多く見られる。 

反面、市民と市役所（行政）の関係は

どうか。 

職員は組織の者として対応し、市民は

役所の人として頼りとしているところ

の、向き合う根幹が違うように感じる。 

（１）市民の方々から、市役所の各職場

の職員が頻繁に変わって用をなして

いないなど、苦情を聞く。 

姶良市の職員の人事異動の基本的考

え方を問う。 

（２）合併直後の考え方では、旧町職員

から市職員同士の連帯感などの醸成の

必要は当然であり、人事異動の観点で

も加味されたものと考える。 

しかし、住民の不満の声は、職員の

能力にもよるが、詳しくて当然のこと

がスムーズに対応できないことであ

る。ゆえに、接客に余裕がないことな

どが一因ではないかと考える。 

人事異動後の配置適正化の検証は

なされているか。また、検証での分析

や検討などは誰がどのような要点を 

もって行っているか。 

（３）姶良市の人事異動は一定期間単位

の人事ローテションにより各部署を経

験させるジェネラリストの養成を目的

とした異動と理解してよいか。 

（４）異動にはスペシャリスト型とジェ

ネラリスト型に分けられると言われて

いる。 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 頻繁かつ広範囲な人事異動は、専門

性が欠如しモチベーションと職務遂行

能力を低下させ、また担当法令と関連

理論・技術を習得することが難しく、

新たな習熟コストの費用など市民が言

う一般社会では考えられない「お役所

仕事」になっている場面が多くあり、

その専門家の考えにも大きな変化が起

きている。 

以前の一般質問で、文化財保護関連

の大楠について、市職員のスペシャリ

ストの育成を問うたが、考えはないと

のことであった。 

この答弁は人事異動の趣旨に沿った

ものか。 

（５）一例であるが、農政部の林務課で

は県職員の出向の方も含め３年以上

の職務経験者はいない。この部署は林

業に係る方々の対応以上に、字名や山

野の地形、その実情をよく知り、事業

の経緯や計画を詳しく把握できなく

ては業務は遂行できない。反面、職員

も頼りとしてきた山に精通な市有林

の監視員制度を廃止するというが、姶

良市の人事では「人材育成」のことば

は存在しないのか。林業行政の大きな

後退と見る。 

行政改革と人事は連携しているか。 

（６）県内一暮らしやすいまちには、  

県内一の資質や生産性の高い能力を 

持つ市職員の存在も期待される。 

高度化・複雑化するニーズに応える

ためには、プロフェッショナルとして

公務員を認容し、キャリアを形成させ

ることが重要視されてきている。 

満足いただける市民サービスを提供

する人材の配置には、苦難な要素も多

いと理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

２．公道（県・市）

の維持管理につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

姶良市の今後の人事のあり方を問

う。 

 

国政の「コンクリートから人へ」と政

策転換が図られた時代から、公道の道路

維持管理費が大幅に削減されてきた。国

政は緊急雇用創設の交付金を単発的に運

用させる程度の公共道路維持管理の政策

である。 

市内を通る国道も分離帯に繁茂して

いる雑草は、視界の危険な状況を招いて

いると市民は見ている。 

県道は県の管轄とはいえ、市民の日常

生活に欠かせない公益性の高い道路であ

るが故、県との連携を望むものである。

以下を問う。 

（１）近年において県道・市道の法面（上

部は法肩、下部は法尻）の雑木の肥大

が進み、危険な箇所が際立って非常に

多く見られる。モータリゼーションの

発展で道路網の整備が進められた時

代から４０～５０年が経過し、危険箇

所にはコンクリートの法面吹付など

が施されたぐらいで、法面に生えた肥

大化した雑木は根張りした土石と共

に今にも落下しそうな状態である。 

県道及び市道では、この危険解消は

維持管理の業務には入らないのか。 

（２）道路上に横たわる木々は大型車の

通行にも支障をきたし、早期の撤去も

必要な箇所もある。 

近年、個人保護条例と称し、道路隣

接の所有者名さえ、自治会が把握でき

ない状態である。自治会なども相談に

加わり、立ち木撤去の問題解決を惨事

に至る前に早急にすべきである。 

個人所有の立ち木などの撤去は、通

常どのような処理がなされるのか。 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人所有の立ち木の撤去費用は、所

有者に請求できるのか。 

今後の対応策を問う。 

（３）舗装道路の損傷や安全帯の側線の

消滅など、冬季の通行に危険が大き

く、その箇所が多すぎる。 

今後の改修計画を問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４.犬伏 浩幸 

 

１．空き家対策につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．スポーツの振興

について 

 

 

 

 

 

 

人口減少・少子高齢化社会などの社会

情勢の変化により、東京オリンピックが

開催される２０２０年には、全国の空き

家は１千万戸に達し、空き家率は１５ 

パーセントに上ると予想されている。 

 本市においては、防火・防犯・環境・

地域活性化などの観点から、空き家等へ

の対策は喫緊の課題であるとの認識のも

と、平成２９年２月に「姶良市空家対策

計画」が策定された。 

これまでの取組とその成果を示せ。 

 

 我が国では、２０１９年ラグビーワー

ルドカップ日本大会、２０２０年東京 

オリンピック・パラリンピックが開催 

される。 

 また、本県では２０２０年に第７５回

国民体育大会「燃ゆる感動かごしま  

国体」・第２０回全国障害者スポーツ  

大会「燃ゆる感動かごしま大会」が開催

される。 

（１）スポーツ施設の整備等について、

今後の計画と検討すべき課題を示せ。 

（２）スポーツは、市民の交流促進や  

心身の健康の保持増進に重要な役割を

果たすものであると考えるが、取組を

問う。 

（３）スポーツ少年団、部活動、競技  

団体等に対する支援について、現状と

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教育委員長 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

課題を示せ。 

（４）スポーツイベント等を開催する 

ことにより、地域・経済の活性化に  

つながると認識するが、取組を示せ。 

（５）かごしま国体において、本市では、  

正式競技の「バスケットボール・ライ

フル射撃・ゴルフ」とデモンストレー

ションスポーツである「ペタンク、  

ダンススポーツ」が開催予定である。 

 開催に向けた準備の進捗状況を問う。 

 

 

５.谷口 義文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．県道の整備につ

いて 

 

 

 

 

 

 

２．土地利用につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．旧サンピアあい

帖佐駅は市の中心にあり、本市の「顔」

であり、また、駅からイオンタウンに  

通じる県道も「顔」といえる。 

先日、鹿児島県知事が本市に来訪され、

帖佐駅からイオンタウンまでの県道を 

現地調査されたとのことであるが、どの

ような話合い、計画が示されたのか。 

 

ここ最近、イオンタウン開業の効果が

表れ、近くには大型ディスカウント店が

進出しており、適当な残地はほぼ埋め尽

くされた感がある。 

そうした中、以前、本市物産館建設委

員会で物産館建設の候補地に選定された

市開発公社所有の西餅田の土地は、国道

１０号バイパスや、現在、工事中のスマ

ートインターチェンジの近くに位置し、

交通の便もよい唯一残された広大な土地

である。 

用途変更も含めて、今後の有効活用を

どう考えるか。 

また、加治木警察署跡地の利用につい

ても、県との協議も含め検討すべきと  

考える。 

 

１１月１１日に旧サンピアあいらが、  
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

らについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウェルビークラブとして再開された。 

再開を待ち望んでいた市民にとっては、

一部分の再開ではあるが、非常に喜ばし

いことである。欲を言えば、宿泊施設、

プールまでの再開を望むところである。 

今後の計画等について、（株）ジョイと

市との協議、要請はなされているのか。 

なお、玉昌会が当初予定していた病院

建設の計画は、ウェルビークラブが開設

されたことで、計画が変更になったと 

理解してよいか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 


